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針葉樹 に 入 る キ バ チ 類 とそ の 寄生蜂
乗

金　光 　桂　二

東京大学農学部付属千葉演習林

Keijl　KANAMITsu ； Woodwasps 　and 　Their　Hymenopterous

　　　　　　 paras孟toids　in　Japanese　Conifers

　Syllops量s　Five　species 　of　woodwasps 　and 　five　specles 　of　their　parasitoids　emerged

from 　n 圭ne　species 　of　conifers 　collected 　throughout　Japan．　 The　numbers 　of　insects

per 工og 　and 　thelr　e皿 ergence 　periods　and 　solne 　other 　blological　notes 　were 　pre噂

sented ．

ま　 え　 が　 き

　キ バ チ並科 Siricinae（膜翅目 ・キ バ チ科）の 昆虫は ， 針葉樹の 幹に 入 り こ み ， 木材部を 食べ る と

い う， 特殊 な 生活をす る グル
ープ の 蜂で あ る．多くの もの は ， 体内に 共生菌を持ち，木材部で 繁殖

す る カ ビ や ， 変質 され た 木材 が，幼 虫 の 主 要な 栄養源とな っ て い る こ と が知られ て い る （井上 ・

1960
， （MoRGAN 　1968）． 日本で は ， こ の キ バ チ 類 の 生活 に つ い て の 知見が ， まだ ， 非常に 少ない

が ， オ
ー

ス トラ リア で は ， こ の キバ チ の 1種 で あ る ， ノ ク チ リオ キ バ チ （Si，’efu　noctitio 　F ．）が ， 彼

地 の ラ ジ ア ータ マ ツ （Pinus　i
’
adiata 　D ．　DON ） の 大害虫 で あ る こ とか ら ， 人 々 の 関心 が 深 く， 精力

的 に 研究 され て い る， 1971 年に な っ て， オ ース ト ラ リア連邦政府科学産業機構 （Commonwealth

Scicntific　lndustrial　R．esearch 　Organization）カ・ ら ，　 Dr．　J．　P，　SPRADBERY とい う昆虫学者が来 日

し，
ノ ク チ リオ キ バ チ の 生物防除に 役立 た せ るた め に ，日本 の キ バ チ の 天 敵 昆 虫 を集 め ， そ れを生

きた ま ま，オ ース ト ラ リ ア へ 空輸しk ．彼地 へ 渡 っ た 日本産 の寄 生蜂が ， そ の 後 どうな っ た か ， 詳

しい 経過は わ か らな い が ， そ の 概略は ，
TAYLOR （1976）に よっ て報告されて い る．筆者は ， 前記 の

SPRADBERY が ，
1971年に 日本で ， キ・ミチ とその 寄生 蜂 を 集 め た とき ， それ を 手伝 っ た こ とが き っ

か けとな り， その 後の 数年間 調査を継続 して ， 日本産 キ バ チ 亜科 お よび そ の 寄生蜂 に つ い て ， い く

つ か の 知見を えた の で ， こ こ に と りま とめ て，報告す る こ とに し た、貴重な 基礎資料 の 公表を許可

し，助言を して 下 さっ た Dr ．　SPRADBERY と， オース ト ラ リア 速邦政府科学産業機構 の 昆虫部畏

Dr ．　D ，　F ．　WATERHOUSE に ， 感謝す る．

針葉樹丸太の採取

　キ バ チ類 の 食入 した 針葉樹を 探 し ，
こ れ を伐倒す る作業は ，

1971年 と 1973年の 春か ら夏の 間 に

お こ な っ た．伐倒 した樹は ， そ の場で ， 約 lm の長さに 玉切 りして ， 運び出 し， 愛知県瀬戸市に

ある東京大学愛知演習林白坂苗畑内に 建設 した 野外網室の 中に ，産地別，樹種別に 収納 した．網室

内に 入 れ る さい に は ， 樹皮内に 生息す る昆虫を ， な る べ く除外す る よ うに ，
で ぎる だけ丸太 の 樹皮

を剥皮した が，約半数 の 丸太 で は ， 完全劉皮がむつ か し く， 樹皮表面 を ， な た でけずっ た程度で ，

　＊
こ の 論文 の 概略 は ， 目本昆 虫 学会 東 海 支 部 第 24 回大 会 （昭 和 51年 5月 ・南山 大学〉 に お い て ，

　 　 口 答 で 発 表 し た ．
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網室へ 入れ た．網室内で は，過度の 湿気を防 ぐため ，地 T　1，t＝台木を 2 本並 べ て ， そ の 上 に ， 交叉す

るよ うに ， 丸太を積み あげた，ま た ， 丸太水分の 急激な蒸発を ふ せ ぐた め ， 上部を ， 日 よ け用 の む

しろで 覆 っ た．野外飼育用 の 網室は ， 木造で ， 周囲 と上面に は，3mIn 目の ビ ニ ール 網を張 り實
1．8

mxl ．8m × 高 さ L81n の 大 きさの もの を 10 こ，1．8mxO ．9m ×高さ 1．9m の もの を 20 こ ， それ

ぞれ並列に ならべ て設置した，表一1 は ，
3 年間に採取し ， 網室内に 保管した針葉樹丸太 の ， 採取

地点 ， 樹種， お よび ， 丸太本数を しめ した もの である，東北地方を除い て ， ほ ぼ 日本全国の 32 地

点 か ら，9 樹種 に つ い て，総計 668本の 被害丸太を集め る こ とがで きた．

表一1．樹 種 お よ び 丸 太 本 数 と そ の 採取地 ．
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キバ チお よび寄生蜂成虫 の 羽化

　針葉樹丸太 を 採取 した年と，そ の 翌年の 末まで に ， 大部分の 成虫が ， こ れらの 丸太か ら羽化出現

した．羽化 の 最盛期に は ， 毎 日 1 回 ， そ の ほ か の 時期 に は， 1 日お きと して ， 週 3 回 の 割合で ， 網

室を訪ね ， 内部に い る成虫を ， 大形管瓶に 1頭ずつ 採集して持 ち帰り， 種類 ご とに ， そ の 羽化数を

記録 した ．

　表
一2 は ， キ バ チ お よび そ の 寄生蜂の 成虫の 出現数と，そ の 羽化時期などを ， とりまとめ たもの

で あ る．え られ た キ パ チ は，3属 5種 で，竹内 （1962）な どの 分類図鑑に 記載されて い る Xoanon

属の もの は採れなか っ た ．寄生蜂は ，
4 属 5種で ，

こ の 中に は ， 副次的な審生をす る Psettdorhyssa

sternata 　MERRILL が ふ くま れて い る，こ の 表で は ， 生息密度 は ， 丸太 1本あた りの 平均羽化数で 示
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した。こ の 表 を み る と，まず，樹種別 に ； 優占す る キ バ チ 種が違 う こ とが よ くわ か る，すなわ ち，

ア カ マ ツ （PinttS　densij70ra　STIIB．　et　Zucc ．）と ク ロ マ ツ （Pintts　thttnbei’gii　PARL，）で は ， 主 と し て，

ニ トベ キ ・ ミチ （5惚 κ 〃’‘o 傭 MATS ．）， ス ギ （Cryρtomeria 　jaρotiiea 　D ．　J］）Oi ’）お よ び ヒ ノ キ （C／iaina ・

eej，paris　obtttsa　EtyDL，）・サ ワ ラ （Cliamaecypai’is　pisifera　ENDL ．）で ｝Xi オ ナ ガキ バ チ （Xef’is　st）ect −

”ttin　L ．）と＝ホ ソ キ バ チ （UI
’
oc’ef’ttS　iaponiet‘s　SMITI−［）が多 く，

モ ミ （／繊 65 万F7ηα SIEB．　et 　Zucc．）と

ウ ラ ジ ロ モ ミ （Abies　homolepis　SIEB，　et　Zucc．）で は ，
コ ル IJ キ バ チ （Sif

’
ex ／ttyeriCttS　L ．）と ，

オ ナ ガ

キ バ チ が ， 優占種 とな っ て お り， また ， 北海道産の ト ドマ ツ （茄 面 5鷹 乃α1〃踟 廊 MASTERS ）と ，
エ

ゾ マ ツ （Picea ／ezoensis　CARR ｛ERE ） で は， オ ナ ガ キ バ チ，　 ヒ ゲ ジ ロ キ バ チ （Ui
’
ocertts　ante ’tttattts

MARLATT ）と ，
ゴ ル リキ バ チ が多か っ た ．こ れ らは，小島 ほ か （1962＞，奥谷 （1963 ・1967）が ， キ

バ チ の 食樹に つ い て 報告 した もの と， ほ ぼ一
致す る．ご く少数で ある が （付表 参照），

＝ ホ ソ キ バ チ

が ， ア カ マ ツ とク ロ マ ツの 両方 か ら出現 し ，
＝ トベ キ バ チ ・コ ル リキ バ チ ・ヒ ゲ ジ ロ キ パ チ の 3．種

が，ス ギ か ら え られた．また，北海道 の b ドマ ツ か ら ，
ニ ホ ソ キ バ チ が少数出現した．こ れ らは ，

日本 で の 新 ら しい 食樹の 記録 と思わ れ る．オ ナ ガ キ パ チ は ，9．樹種 の どれか らも出現 し ， 食樹 の は

ん い が一
番広か っ た．ζの オ ナ ガ キ バ チ は ， 岡 山 ・鳥取 ・愛媛な どの 西 日本 の ヒ ノ キ か ら ， 特 に 沢

山の 成虫 が 出現 し た ．平均直径 10cm 程度 で ， 長 さ lm の ヒ ノ キ 丸 太 か ら，平均 20 頭 以上 の オ

ナ ガ キ パ チ 成虫がえられた こ とは ， こ の キ バ チ の 産卵 が ， 特定の 樹に 集中す るか ， あ るい は ， e ノ

表一2，釧
・
葉 樹 丸 太 か ら出現 し た キ バ チ と そ の 寄 生 蜂 お よ び メL太 1 本 あ た りの 羽 化 数．

＼ ＼
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挫　二

キ樹体内で ， 生存率が ， 非常 に よか っ た こ とを示す と思われ る．

　寄生蜂で は，Megat’ltyssa　 Pi
’
aecellens　 TOSQUINET　と，

　 Ibalia　 lettcospoides　 HOCHENW ． ← 1．

Strpi
・
unenkoi 　JACOBSON ＊

）が ， 主 と して ，
＝ トベ キ バ チ に寄生 し ，　 Rityssa／ozana 　MATS ・が ・コ ル

リキ バ チ に 多く， また ， 開東以西 の オ ナ ガキ バ チ ・ニ ホ ソ キ バ チ に対 して は ， M ．　praeceiiensが多

く， 北海道 の オ ナ ガ キ バ チ ・ヒ ゲ ジ ロ キ バ チ に は ，
f，　leucospoidesの 寄生 が 多 か っ た．嵜生蜂とキ

バ チ の 成虫数 の 比を とっ て み る と， ス ギ とモ ミ属 の 樹で は，全体と して ， 寄生蜂 の 出現率が高か っ

た とい え る．

　裘一2 の 右 らん に ， 各種成虫 の 羽化串現期を付記 した が ， キ バ チ 亜科の 成虫出現期は ， こ れ まで

報告されて い る （井上 ・1960）よりも， 期間が長い よ うで あ る，とくに ， オ ナ ガキ バ チ は ， 初夏か

ら秋 ま で ，非常 に 長期 に わ た っ て ， 成虫が 出現 した ．被害木を 伐倒 した 時点 の 枯損 の 状況 と， その

後の成虫羽化時期か らみ て，西 日本の 低山地帯に 生息す る多 くの キ バ チ は ，
1年間で 1世代 を 完了

した と思わ れ る．しか し，こ れ らの 中に も個体差があ り， 少数 の もの は ，
2 年後に 羽化 し， さらに

少数 の もの は ，
3年後 に な っ て ， や っ と羽 化出現 す る もの もあ っ た． 1971 年春に 伐倒した 西 日本

の マ ツ ・ス ギ ・ヒ ノ キ に つ い て ， 各種キ バ チ の 成虫羽化数を調 べ て み る と，
ニ トベ キ バ チ と ニ ホ ソ

キ バ チ で は ， 大多数が ，
1 年後に 羽化した が ， しか し， それぞれ の 羽化総数の ，

3％〜8％ の もの

が ，
2年後に 羽化 し ，

0．5〜O．6％ の もの が ，
3 年後 に，成 虫 とな っ て 出現 した ，オ ナ ガ キ バ チ で

は ， 約半数が 1年後に 羽化 L ，残りの 半数 は ，
2年後に ， そ して ， ご く少数の もの が ，

3年後に 出

現 した，オ ース トラ リア の ノ ク チ リオ キ バ チ で も，ふ つ うの もの は ，
1年間で 1世代を終え るが ，

2年 か ， また は 3 年経過して ， 成虫に な るもの があ る ， と報告 され て い る （MORGAN 　1968），成虫

の 性比 （9／es＞をみ る と ， キ バ チ 類で は ， ど の 種も ？の ほ うが少なか っ た が ， そ の 中で は ，
ニ トベ

キ パ チ が，♀ の 比 率 が 比 較的高 く，ニ ホ ソ キ バ チ で は ， 9 の 比率が，もっ と も低か っ た ．寄 生 蜂 で

は ，
乃 α伽 勧 co5 アo 醜 ∫ の ・1生比 が ， ほ ぼ 1 ： 1 で ， あとの 種 で は ， 9 の ほ う が 少 な く， と くに ，

RliysSa　jozaizaで は ， 9 が 非常に 少な か っ た．

キバチ とそ の 寄生蜂の 生活

　キパ チ 成虫 の 拿 は，産卵管を ， 樹皮上 か ら木質部の 中 まで ， 根当深く刺し こ む． こ の 産卵孔 の

深さ ， 大きさ，ま た ， 孔 の あけか た は ， 種類 に よ っ て，そ れ ぞれ 特徴 が あ り，あ る程度識別す る こ

とがで きる．図
一1 は ， それを 模形的に 示 した もの で あ る．オ ナ ガ キ バ チ （Xeris属）の 産卵孔は ，

単独 で 細 く， 比較的深い ．そ して ， 途中で カ
ーブ した り， 分 岐す る こ とがあ る．1 つ の 孔 の 中に

は ， 複数の 卵が産み つ け られ る．ニ ホ ソ キ バ チ （CfrocerttS属）の 産卵孔 は ， 単独 で ，比 較的 浅 く，

真す ぐで ， 卵は 複数で あ る， ＝ トベ キバ チ と コ ル リキ バ チ （Sh’ex 属）で は ， 樹皮上 で ，
2な い し

3方向に 分 れ る こ とが 多 く，そ の た め に ，剥皮 した あ との 木材
．
部表 面 に は ，O・5mm 位の 間隔で ，

2 っ また は 3 つ の 並列した孔が あけ られ る，4 孔に な る こ とも珍ら しくない ．香川 ・愛知 ・熊本産

の ア カ マ ツ ・ク ロ マ ツ 丸太 に つ い て ，
二 h ベ キ バ チ の 産卵孔を調べ た と こ ろ ， 材木表面の 1個所

に ， 平均 22 孔があけ られ て い た，そ して ， 比較的浅い 孔 の 中に ， 単独 の 卵が 産み つ け られ る こ と

が多か っ た．無卵 の 孔があけられ る の が ， こ の 属 の 特微 の よ うに 思われ る．Courrs　and 　DOLEZAL

（1969＞は ， 同 じ Sil’ex 属の ノ ク チ リオ キ バ チ に つ い て調 べ
，

2 つ な い し 3 つ できる産卵孔 の 中 で，

一番あとに 作 られ る孔は ， 通常無卵で あ り， こ の 無卵 の 孔 の 中に ， 共 生 菌 の 胞子が植えつ けられ

＊

　日本 産 の こ の ヒ ラ タ タマ バ チ は，最初，Ibalia　suprunenkoi と 同定 され た が ， そ の 後 ，
　 KERRICH

　 （ユ973）は ，
こ れ を ，

Lleucospoides の synonym と し た．
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図
一1．オ ナ ガ キ バ チ （Xeris 属）・ニ ホ ン キ バ チ （Urocerus 属 ） と ニ トベ キ バ チ

　　　（Sirθx 属 ）の 産 卵孔 ，

卵
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図一2．ニ トベ キ バ チ （∫irex　 nitobei ）の 坑道 の 模形、

る，と述べ て い る．

　図
一2 は ， ア カ マ ツ 丸太をけず っ て 画 い た， ＝ トベ キ パ チ の 坑道の 模形図で あ る． キ バ チ の ば あ

い に は ， ば じめ 小 さな 坑道 で は じ まり， 幼虫が 生長す るに つ れ て ， 坑道も大きくな る．食い すすん

だ あ との 坑道 内は ，幼虫 の ふ ん で ，び っ し りと塞が れて い る．卵か らか え っ た ふ 化幼虫は ， 産卵孔

と直角 の 方向 ， す な わ ち ，樹幹表面 に 平行す る方向へ ，しば らく食い 進み，そ の 後 は，段 々 と， 材

内部へ 深 く穿孔 して ゆ く．坑道 の 形は ， 相当曲 りくね っ て，多 くの ばあい ， 平面上に 軌跡を 画 くこ

とがむ つ か しい ． ニ トベ キ バ チ が 成 虫に な っ て 出現 し たあとの ，完通された 坑道を 調べ て み る と，

長 さは ，
7cm 〜10cm で ，

一
番深い と こ ろ で ，材木表面 か ら ，

2cm 〜4cm の 深さで あ っ た ．こ れ

は，STILLWELL（1966）が， カ ナ ダ の コ ル リキ バ チ の 坑道を調べ た結果と，ほ ぼ同 じで あ っ た ．材

の 内部 へ 非常 に 深 く， 幼虫が穿入 す る こ と もある が，材表面か ら 5cm 以上も深 く作 られ た坑道で

は ，中の 幼虫が全部死亡 し ， 坑道 は ， 未完 の ままで終 っ て い た．こ の こ とか ら，材 の 深い と こ ろ で

は ，
ニ トベ キ バ チ の 幼虫が ，正常に 生育で きない 理由が ， なに か ある と思わ れ る、ニ トベ キ パ チ の

幼虫が っ くっ た 坑道 の 申 と， その 周辺 の 木質部を よ くみ る と ， こ の キ バ チ の 持 ち こ ん だ共生菌が繁

殖し懐 跏 ミみ ら批 ．キ ・ ・チ 類の esっ て い る姓 菌 に つ い て は ・ 寺下 〔1970）hX
’
・　 H本 の ニ トベ

キ バ チに つ い て tAmylostei

’
eum 　areolatum 　TALBOT とい う担子菌を報告 して い る．今回 の 調査 に

お い て も，ニ トベ キ バ チ の共生菌は ， A ．　areolatum と同定 され ，
ニ ホ ン キ バ チ ・ヒ ゲ ジ ロ キバ チ 。

コ ル リ キ バ チ の 3種 の 持 っ て い る共生菌 は ， い ずれ も， 同属の Atnylostereum　chailietii 　BomlN と
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同定され た （SPRADBERY ・私信 1971＞．な お ， オ ナ ガ ギバ チ は ， 共生薦を持た な い こ とが ， 以前か

ら知 られ て い る （MORGAN 　 1968）．

　 図一3 は ，香川県高松市屋島で 採取 した ア カ マ ツ 丸太 3本を ， 注意深 く， 小刀 で けず っ て ，
＝ 1・

ベ キバ チ の 産卵孔 と， 幼虫 の 坑道を調べ ， 発育段階 ご と の 死亡数を か ぞ え て 作製 し た生存曲線で あ

る，最初 の 卵数を 100 とす る と ， 成虫 とな っ て 羽化す る まで の ， H 止代内の 生存率は ，
30％ とい

う大 きな値で あ っ た．な お ， 図中の 幼虫 1 ・2 ・3 の 記号は ，便宜的に ， 幼虫を体 の 大 きさで 分け

た もの で ， 直径 1mm 程痩の 坑道をつ くっ た もの を ， 幼虫 1 とし ， 直径 2　m ］n 程度 の もの を，幼

虫 2 と した．幼虫 3は ，老熱幼虫で ，直径 3mm 程 度の 坑道 を つ くっ た もの で ある．一般に ， キ

バ チ の 穿入 した枯損木に つ い て ， 材表面 に 形成 され た 成虫 の 脱出孔数 と ， 産卵個所数の 比率を 調 べ

て み る と ，
ニ トベ キ バ チ で は ，

0・2〜O．4 の は ん い とな り，オ ナ ガ キ バ チ ・ ニ ホ ン キ バ チ で は，0．4
〜O．6 ぐらい の 箇で あ っ た． オ ナ ガ キ バ チ と ニ ホ ソ キ バ チ は ， 1個所 に 1 孔を あけ ，

2〜4 卵を産

み ，
＝トベ キ バ チ は ，

1個所 に 2〜3 孔をあけ ， 各孔 に は ，G〜1 卵を産む ， とい う違い があ るが，

それ に し て も，どの キ バ チ に お い て も， 卵 か ら成虫 に な る まで の 生 存率が ， ほ か の一般の 昆虫と く

らべ て ， 高 い よ うに 思わ れ る．な ん らか の 理 由で ，キ バ チ が集中して 穿 入 した 騰で は ， 集団 と して

の 生存率 が 良くな る ， とい う傾向があ る よ うに 思わ れ る．

100

個

体

数

50

図一3．ニ ト ベ キ バ チ （Sirex　nitobei ）の 生 存曲線 （本文 参 照〉．

　 こ の よ うに し て ， 材木内で 生活 して い る キバ チ に た い して ， 寄生峰の 早成虫は ， 材内の キ バ チ を

探知 し，幹 の 表面 か ら，産卵管を刺し こ ん で ， 卵を産み つ け る の で あ る が ， こ れ らの 害生蜂の 生活

に っ い て ， 今回 の 調査で は ， あま り多 くの
．
陦報が え られ な か っ た． MADDEN （1％ 8）は ， ノ ク チ リ

オ キ バ チ の 寄生蜂 に つ い て 調査し ，
こ の キ パ チ と共生関係 に あ る Aniytostei’

eum 属の 菌の 存在に よ

．
っ て ， 寄生蜂 は ， 材木内の キ バ チ の 位置を知 り， こ れに 卵を産み つ け る こ とが で ぎる ， との べ た，
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そ の 後，SPR．XDBERY （1970）は ， 英国 の ノ ク チ リオ キ バ チ と， こ れ に 寄生す る Rhyssct　persttasal
’ia

L．を使 っ て， こ れを実験室内で 確か め ， こ の 寄生蜂 の 早戊虫が ， キ バ チ 幼虫に 履も近 い 位置 に あ
　 ふ ん

る糞 （こ の 中 に ， 共生菌が最も良 く繁殖 し て い る） に ， 最も強 く刺戟 さ払 こ れを め が け て，産卵

管を刺す ， と報告 した，Iba！ia 羈 の Ltettcospoides は ， キ バ チ が産卵 して
，　しば ら くの ち に ，共

生菌が産卵孔 の 中で 繁殖をは じめ る と ， こ れ に 刺戟され て 集り， 丁 度そ の 時期に ， ふ 化す る直前と

な っ た キ バ チ の 卵 か ，ま た は ，ふ 化直後 の キ バ チ 幼虫 に た い して ， 卵を産み つ け る ， と い わ れ る

（TAYLOR　1976）．そ して ， こ の 寄生峰 の 幼虫 は ， は じめ の うちは 内部寄生 で ，
の ち に な っ て ， 外部

寄生 に か わ る ， と報告 さ れ て い る （RAWL ［1　Gs ・195工）．な お，　 Rhy ，ssa 属 と M
．
bgaf’hJ，ssa 属 の ヒ メ

バ チ は，キ パ チ の 幼虫 に T 単独で ，外部寄生をす る と思わ れ る．こ れ に つ い て，HOCKING （1968）

は ， R ．　pef
’
SttaSOf

‘ta の 材木 1勾の 生活を ，　X 線写真 で 調べ ， こ の 寄生蜂 の 幼虫が ，
4 令を経過し ， そ

の 間ず っ と，単独 で ，外部寄生す る こ とを 明らか に し た ，Pseucloi’hyssa　ste 」
’
nata は ， 前 に の べ た よ

うに ，副次的な 寄生を す る 種で ，Britisll　 Museum （Nat．　His，）の G ．　J．　KERR ［cH （私信 ・1971＞ に

よれば，「本種の 産卵管 は，非常 に 網 く， また ， の こ ぎ り
．
歯を持たな い の で ， 幹 に 直接孔をあけ る

表一3，針 葉 樹 丸 太 か ら 磯 現 し た カ ミ キ リ ム シ 類 と 大形 甲虫 お よ び 丸太 1 本 あた り の 羽 化 数．

Pintts　Ci・ypto− Chamaecy− Abies 　 ・4bies　 Picea
　 　 　 　 刀 7e鐸 a 　　　pat

’
ls

マ ツ 　 ス ギ 　 　ヒ ノ キ 　 モ ミ 　 ト ド マ ツ エ ゾ マ ツ

ー

「
窪

…
霍F
岳P已稿．．
｛
琴

羣ρ．理，：儒．
　
鏨」．
宅

ー、
巽厮尸弓℃．炉起
罨
唖

釦

　
髭

　ヒ
嵳
羣

蕘
m

昆 虫 種

樹 蒋匡

Pi’iontts　inSttlai’is　ノ コ ギ リ カ ミ キ リ

Arhopatus　l
’
ltstiCUS 　サ ビ カ ミ キ リ

Rhagiitin　iiiqtlisitoi”

　 　 　ハ イ イ ロ ハ ナ カ ミ キ リ

Anoplodei−a　scotodes

　 　 　ツ ヤ ケ シ ハ ナ カ ミ キ リ

LePtila　ocJii’aceofklsciata
　 　 　 ヨ ツ ス ジ ハ ナ カ ミ キ リ

Macroleρula 　i
’
egalis

　 　 　オ オ ヨ ツ ス ジ ハ ナ カ ミキ リ

Palaeocallidiitm｝’ufipenne
　 　 　 ヒ メ ス ギ カ ミ キ ）

Rhaphuma 　xenisea

　 　 　ホ ソ トラ カ ミ キ リ

AnagtvptttS　Sttbfasciattts
　 　 　ス ギ ノ ア カ ネ トラ カ ミ キ リ

Manochamtts　tti・SSOレi
シ ラ フ ヨ ツ ボ シ ヒ ゲ ナ ガ カ ミ キ リ

MOizochamus 　altet
・
natu3

　 　 　マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ

Mesosa／aponica 　ゴ マ フ カ ミ キ リ

Palimita　lititf・
ata

　 　 　 　 　 　 ヒ ゲ ナ ガ ゴ マ フ カ ミ キ リ

Acaittltocintts　grisetts
ヒ ゲナ ガ モ モ ブ ト カ ミ キ ）

ほ か の カ ミ キ リム シ

0．020
．140
．16

0 ．01

0．010
、030
，03

0 ，02　　　0 ，01

0 ．01

0 ．29

0 ．Ol

1．08

0，05　　　0．99

0、16

0．Ol

O ．02

O．16

0．06

0．17

150000

O．Ol

O ，02

0 ．84

0 ．35

O．Ol

0．08

0．05　 　 0，01　 　 　 −

0，10　　　0 ，06　　　　0．05
0．10　　 0．02　　 0 ，01

0．Ol

ウ曽
つ一

（

）

000

0．13

，．O、Ol

llypesipaltts　gigas　オ オ ゾ ウ ム シ

Allecula　melanai
’ia　　 ク チ キ ム シ

Aiaus　berus　ウバ タ マ コ メ ツ キ

ClfaicophOi」a ／aponica 　ウ ノ ミ タ マ ム シ

O，05

0．08

0．21．

O．21

0 ．71

0，74　　　0．工5

0 ，0斗　　　0 ．17　　　0，36
0．14　　 3．18　　 1．71
0．02 　　 0．Ol
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能力は な い。本種は ， ほ か の 種の 昆虫 の あけ た 孔 の 中へ
，

2 次的 に ， 産卵管を さ し こ む種で ある」

との べ られ て い る．SPRADBERY（1969）は ， 本種 の 生活を ， 野外と室内で黔し く調べ ，寄生様式を

明らか に した，それ に よ る と，P ，　sternata の 早成虫は ，
1 次寄生蜂の 攻撃に よ っ て ， まひ し た キ

バ チ幼虫 に たい して ， 1次窪生蜂の つ くっ た 産卵孔を通 して ， 卵を産み つ け る．そ して ， 卵か らふ

化 した P，sternata 幼虫は ，1次寄生蜂 の 幼虫を食い 殺 し ， 寄 主 である キ バ チ 幼虫を横取 りして ，

それを餌 として 生育す る， こ の よ うな寄生様式 は ， clepteparasitism と呼 ば れ て い る．こ の 寄生蜂

は ，オ ナ ガ キ バ チ ・ニ ホ ン キ パ チ の 入 っ て い た ，
ス ギ 。ヒ ノ キ に 要 比較的多か っ た （表一2）、

あ　 と　が　き

　こ の 調査 を お こ な っ た 期間中に ， キ バ チ お よび そ の 寄生蜂以外に ，沢 山 の 種類の 昆虫が ， 針葉樹

丸太か ら出環した．そ の 中か ら， カ ミキ　iJ ム シ 科 の もの を 中心 に して ， 比 較的大形 の 甲虫だけを と

りだ して，丸太 1本あtaりの 成虫出現数を計算して ， 表一3 に ， と りまとめ た． ア カ マ ツ とク ロ マ

ッ で は ， ほ か の 針葉樹よ り も， カ ミキ リ ム シ の 種類が 多 か っ た ．ス ギ ・ ヒ ノ キ に は ， ヒ メ ス ギ カ ミ

キ リと ホ ソ トラ カ ミキ リが多 く，また ， 北海道産 の ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ か らは ， 沢山 の ク チ キ ム シ が

出 現 した ，こ の よ うに 沢山 の 甲虫が，キ バ チ と同 じ時期に ，針葉樹の 幹の 中で生活して い る とい う

事実か ら，キ バ チ を寄主 として い る寄生蜂の なか の
， あるもの は ， あ る い は ， キ バ チ 以 外の 甲虫

を ， 共通 の 宿主 と して い るか も知れ ない ， と疑わ れ る．こ の 調査期間中に ， 網室内に 保管 した 丸太

の 中か ら ，
ヒ メ バ チ 科 の Cnastis　yitlgaf・is・UCH ・DA と ，　 Od ・ nt ・ e・勧 卿 ・が，若干数採集 された・こ

の 両者 の 9は ， 椙当長い 産卵管を持 っ て い たの で ， 材木内に 穿入 して い る寄主に
， 卵を産み つ け る

こ とが で ぎる と考 え られ る，こ の 2種の 直接の 寄主 は ， 不開で あ る が ，
ヨ
ー

ロ ッ
パ とオ ース トラ リ

ァで は ，
Odontocolon 属の ，

0 ．　geniCttlatus　KRIECHBAUMER は，甲虫類 と同時に ， キ バ チ に も寄生

する こ とが知 られ て い る （TAnOR 工976）． こ の ほ か ， キ バ チ と甲虫類の両方に 寄生す る寄生蜂が，

い くつ か 報告さ れ て い る （HocKiNG　1967，　TAYLoR 　1967
，　WILsoN 　1965）． マ ツ の 害虫として ・ 今話

題に な っ て い る マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ （Monoehamus 　alternatus 　Ho ？ E）は ， ニ トベ キ バ チ と同 じ時

期 に ，
マ ツ の 樹幹内に 生息 して い るの で ，

＝ トベ キ バ チ の 寄生蜂が ， こ の カ ミ キ リに 寄生す る可能

性が ， あるか も知れない ．キ バ チ とそ の 寄 生 峰類が，甲虫類と， ど ん なふ うに 結びつ い て い る の

か ， 興味深 い 問題で ある．

要 約

　1971年か ら 玉973 年の 間に ， 日本全国 32 地点か ら，
9 樹種に つ い て ，

668本 の 針葉樹丸太を 採

取 し，そ の 中か ら出現して くる キ バ チ と ， そ の 寄生蜂 の 種類 と数を記録 した． ア カ マ ツ とク ロ マ

ツ で は ，
ニ トベ キ パ チ が優占し，そ の 寄生蜂 と し て は ，Megarhyssa　praecellens と Ibalia　leueos−

poides の 2種 が多か っ た．ス ギ ・
ヒ ノ キ で は， オ ナ ガ キ パ チ と ニ ホ ソ キ バ チ が多 く， 主な寄生蜂

は ，
Rhy ∬ a　persuaSOi

’ia と Megarhyssa　praecellensで あ っ た ．モ ミで は ， ナ ナ ガ キ バ チ と コ ル リキ

バ チ が多 く，
Rkyssa ／ozana と Ibatia　leticospoidesが ，主 要な寄生蜂 で あ っ k ．北海道の ト ドマ ツ

・エ ゾマ ツ で は ， オ ナ ガ キ バ チ ・ヒ ゲ ジ P キ バ チ 。コ ル リキ バ チ の 3種が混在 し ， そ の 寄生蜂 は，

Rltyssa　pei’suasoria ，　R ．ノOlana と Ibalia　leucospoidesで あっ た．ヒ メ バ チ 科の Psettdorhyssa　ster −

nata は ， 上記の ヒ メ バ チ 科の
， 第 1次寄生蜂が作っ た 産卵孔 に

， あとか ら産卵管を さ しこ み ， そ の

幼虫は ， 1次審生峰 の 幼虫を 殺 して，寄主 の キ バ チ幼虫を うば う， とい う特殊な副次的寄生蜂で あ

るが ，
こ の P ．∫酵 η磁 が ， ス ギ ・ヒ ノ キ に ， 比較的多 か っ た．＝ トベ キ バ チ と コ ル リ キ バ チ の 拿
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§

ー
ー

ー
ー

は ， 産卵をする さい に ， 附皮上 か ら， 1ない し 3 方向へ
， 産卵管を 刺す習性が あるた め に ， 剥皮し

た 丸太 の 材部表面 に は ， 0．5mm 問隔 ぐ らい で ，
1つ ない し 3 つ の 産卵孔が で ぎる．ときに は ，

4

孔もあけ られ る こ とがある． 1 ．個所あた りの ニ トベ キ バ チ の 産卵孔数 は，平均 2．2 孔 で あ っ た ．ほ

か の キ バ チ で は ，i 鬮所に 1 孔で ， オ ナ ガ キ バ チ の 産卵孔は ， 比較的細 く，少 しカ ーブす るもの が多

か っ た．ア カ マ ツ に 穿入 し た 二 1・ベ キ バ チ の 幼虫 の 坑道を た ど っ てみ る と，は じめ 1cm 程 は r 材

衰面 と平行な方向へ 進み ， その 後，材内都 へ 穿孔 した．完通 され た 坑道の 長 さは ，
7cm 〜IOcmで ，

坑道 の
一．

番深 い と こ ろは ，材表颪 か ら，2Cm 〜4cm の 深 さ で あ っ た ．それ以上 に ， 材内部へ 深 く

穿孔 した幼虫は ， 全部途中 で ， 死亡 して い た ，二 トベ キ バ チ が ， 卵か ら成虫に な る ま で の 生 存率

は，香川県産 の ア カ マ ツ 丸太内で 調べ た とこ ろ ，
30％ であ っ た．キ パ チ 以外に ， 比較的大形 の 穿

孔性甲虫類が ， 沢山採れ た の で ，そ れ らの 種類 と成虫羽化数 を つ け掬 え た．

Summary

　　　Tho 　total　of　668 三〇gs　of　nlne 　speoies　of　conifers 　were 　collected 　at　32　different豆ocalities

重hrcughout　Japan　in　1971−73，　and 　the　woodwasps 　and 　their　parasitoids　emerged 　from　these王ogs

were 　recorded ． 5舵 κ nitobei 　was 　the　domlnant　woodwasp 　on 　Pinus　densiVaora　and 　P 、　tinmbergii ，

and 　its　major 　parasitoids　were ハdiegarゐア∬ a 　pi
・
aeeelle ，ls　and 　Ibat〜α leμcospoides ．　On 　CI・yptomeria

／apon 　iea　an 　d αha’naecypal
・is　obtttsa，　iferis　spectr μm 　and 　Ui’ocert ‘sjapo 」lict‘5　were 　tho皿 ost　abundant

woodwasps ，　and 　the1r　parasltoids　were 　Rhyssa　perstiasotプα and 　Megai’hy∬ a　pt
’
aecetle ’1．s．　 From

the 弖ogs 　of 　1dbies 　fi广ma ，
　emerged 　Xe’ゼ∫ spect，w η and 　5it・ex ノ‘lvencus ，　with 　Rhy ∬ a ／oxana 　and 　Ibalia

leucospoides　 as 　thelr　parasitoids．　Abies　 sachatinensis 　 and 　Pieea ／ezoensis 　in　Hokkaido　were

infested　by　Xet’is　spectrlt 〃 1，　 Urocerus　 antennattts 　and 　Sirex／uvencus ，　and 　RIIJ，∬ α persuaso’ゼa ，

R ．∫o忽 懈 and 　Ibalia忽 ‘cospeides 　were 　the　parasitoids．　Pseudof’妙 ∬ α sternata 　was 　 a　clepto −

parasitoid，
　and 　was 　fairly　abundant 　in　the　logs　of 　Ct・yptomeria ／aponica 　and 　Cltamaecypris　obtusa ．

The　female　of　Sirex纏 o掘 and 　5，　juvencus　dri］led　one 　to　three　punctures （the　average 　of　2．2

punctures）on 　the　wood 　surface ，　The　other 　woodwasps 皿 ade 　only 　one 　punc 亡ure 　at　one 　spot ．

The 　ovipesit 三〇n 　puncture皿 ade 　by　Xeris　spectrum　was 　thin　and 　deep，　and 　a　bit　curved 　insldo　the

wood ，　 The 　cornpleted 　tunnels 　of　Sirex　nitobei　in　Pinus　densヴiora　were 　7　to　10　cm 　Iong，　and

2to　40m 　deep　f主Gm 　the　wood 　surface ．　A王l　thc　tunnels皿 ade 　de巳per　than 　5　crn 　were 　not 　completed

owing 　to　the　death　of　the　feeding　larvae、　The 　suvivorship 　ef 　Sirex　nitobei　from 　egg 　to　adult 　was

皿 easured 　as　30％ in　the　Iogs　of 　Pinits　denstY70ra　collected 　in　Kagawa 　Prefecture．　 Cerambycldae
and 　sGme 　other 　wood 　boring　beetles　were 　also　recorded 　in　relatlon 　with 　woodwasps ，
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